
○ 大阪市が予防保全型維持管理を実現するためには、管理割合が多い鋼橋の塗装劣化を計画的に塗り替
えることが重要

○ 現状、目視調査によって塗膜の機能水準を推定した後、機能水準と経過年の関係から劣化予測を行い
優先度をつけて塗り替えを行う塗装塗替計画を策定（機能水準４で塗替対策を実施）

テーマ７ 非破壊調査で鋼橋の塗膜劣化状況を把握する技術（大阪市）

○目視調査結果から得られる塗膜の機能水準と橋全体の塗膜劣化状況があっていないという課題が発生
○塗装塗替計画と異なる橋梁の塗替えを実施している課題が発生

現 状

課題１

【 求める技術 】
○非破壊調査で鋼橋の塗膜劣化状況を把握する技術
【 条件 】
○従来の塗膜の目視調査を代替えできる手法であること、又は塗替計画との乖離を抑制できる手法であること
○面的な調査範囲を対象にできる、定量的に塗膜の劣化状態を把握できる、調査が簡便である等のいずれかの点
において、従来の塗膜の目視調査よりも優れていること

求める技術・条件

目視調査結果による塗膜の機能水準：7 詳細点検による塗装の状態結果

詳細点検：腐食（A～E）

E、D C B A

詳細調査：さび（３～０）

０ １ ２ ３

詳細調査：
はがれ
（３～０）

０ 機能水準２ 機能水準４ 機能水準６ 機能水準８

１ 機能水準４ 機能水準６ 機能水準６ 機能水準８

２ 機能水準４ 機能水準６ 機能水準８ 機能水準８

３ 機能水準４ 機能水準６ 機能水準８ 機能水準１０

塗膜の機能水準の評価表

機能水準は良好だが、
詳細点検では調査箇所と
異なる位置で塗装劣化が発生

機能水準４で塗替対策を
実施する計画を策定

目視調査結果と詳細点検結果における塗装劣化状態の乖離状況
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